
自治体の舗装管理ＤＸによる一体的な課題解決モデルの構築

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書

②提案の概要

①提案によって解決する自治体の課題のイメージ

様式１
■インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

〇モノの視点
舗装の老朽化が進行、特に生活道路まで管理が行き届きにくい

〇カネの視点
予算の制約で土木費が減少、対応すべき費用は増加が見込まれる

〇ヒトの視点
技術職員の減少、執行体制の脆弱化や技術継承が懸念される

〇モノの視点
DX(アプリやデータマネジメント)による一元管理で効率化

〇カネの視点
日常管理と維持修繕工事を一括対応することでコスト縮減

〇ヒトの視点
民間活用により職員の負担軽減･技術継承

各自治体における膨大な主要道路及び生活道路（細街路）の維持
管理は、老朽化の進行や頻発・激甚化する自然災害、技術職員数の
減少や働き方改革、高齢化などにより、増々困難になることが想定
され課題となっています。
これらに対応するため、データを含むデジタル技術を活用し、舗

装管理DXを構築することで、道路舗装の維持管理の高度化・効率
化・省力化を推進し、包括的なマネジメントを実現します。
日常的なDX環境を用意しておくことにより、災害時など有事の際

にも、効率的な対応がなされ住民サービスの向上が期待できます。

地域住民サービス・満足度の向上！

課題解決

(3)データマネジメント【データの利活用検討】
既に実施されてきた路面性状調査や舗装個別計画などの成果物は貴重な財産です。但しそれ

らのデータは、種別、設定、品質、量などについて統一されたルールを有していないことが想
定されます。データの取扱いについての共通ルールを策定し、積極的な利活用を継続するため
データ運用の促進要因・阻害要因の項目整理などを行います。またそれらの成果のうち、今後
の維持管理のために有用であると判断されたものはデータ化を行い、管理システムに搭載する
ことで、複合的な状況把握ができる環境を整えることが必要と考えます。

現状課題

図 舗装管理DXでのメンテナンスサイクル

(1)舗装包括管理組織体制の構築と仕様検討【現状把握・情報収集】
効率的な舗装管理を実現するために、日常パトロール、修繕舗装工事、データのマネジメントなど最適な組織体制構築検討を行います。レス

ポンス性や地域情勢の理解の観点から、各自治体の地元企業との連携は必須ポイントであると考えます。
また、舗装の評価基準の検討、日常点検の頻度、システムの運用方法、修繕計画や工事の費用算出、自治体職員様との役割分担など、持続可能
性を重視した実現性の高い仕様書・運用案を検討・作成します。

(2)日常パトロールのDX【モニタリング】
タブレットやスマホのアプリ（仮称 道路パトロール管理シス

テム）に表示されたパトロール実施ルートを運行することにより、
AIによる舗装診断データが取得され情報が蓄積されていきます。
また、不具合状況写真や情報などを入力することで、管理システ
ムに順次反映され、評価基準数値による状況が可視化されます。

AIによる舗装診断
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②提案の概要（つづき）

様式１
■インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

(4)住民投稿システムの構築と【リアルタイム情報収集】
(2)にて記述している、日常パトロールで使用する道路パトロール管理システムを発展させ、住民投

稿システムを構築します。地域住民により舗装の損傷や災害状況の写真や場所などを投稿する仕組みを
構築することで状況把握の効率化や緊急時対応の迅速化を実現し、住民サービスの向上を図ります。但
し自由投稿とすると超軽微な事項や無関係な事象、誹謗中傷などの投稿も想定されるため、プルダウン
方式とするなど工夫やルール、周知方法なども検討します。投稿システムに入力された情報は地元企業
と情報を共有し、迅速な維持工事に繋げることにより事故の未然防止に取り組みます。

③スキーム（技術）の導入により得られる効果 その他

スマホによる投稿

集計・管理・内容確認

図 住民投稿システムのイメージ

舗装管理DXの導入により
モノ：路面評価の即時化、老朽化抑制、災害対応迅速化
カネ：包括管理による間接費、事務費用削減
ヒト：職員負担軽減、技術伝承、地域連携の推進

舗装管理DXは、
道路維持管理業務全般（橋梁、トンネル、道路付属物、
植栽、小構造物等）への拡張が可能であり、既存のGIS
システムとの情報共有も可能です。

(5)調査・維持修繕計画・優先順位可視化【予防保全・事後保全・評価】
調査計画を基にした日常パトロールで蓄積されたデータベースとAIによる舗装点検によりスクリーニ

ングを行い、主要道路と生活道路（細街路）に区分したうえで舗装状態を可視化します。また、リスク
評価や劣化傾向を把握したうえで現実的な維持修繕計画を立案します。予算計画の枠組みを基本とした
立案とするとともに、「管理水準目標値の設定」「修繕意思決定フローの設定」及び「連続的区間のグ
ルーピング」を実施します。効果的な維持工法を実施することにより一定期間（3年程度以上）舗装を
延命し、事後保全の考え方も取り入れることでLCCの削減を図ります。但し「国費対象」となる工法の
選定や、各占用掘削工事の舗装復旧と連携することも維持修繕の最適化のため重要な要素と考えます。

(6)修繕設計及び工法選定【長寿命化によるLCC削減】
修繕対策を実施すべき箇所が判明次第、必要に応じてFWD調査により必要舗装厚を決定後、工法を

検討し工事発注のための積算及び設計書の作成を行います。

(7)官・民・コミュニティ連携による情報共有【三方良しの舗装管理】
舗装管理DXシステムにより、問題の発生～工事の予定～施工の完了までの５Ｗ１Ｈ（いつ、どこで、

だれが、なにを、なぜ、どのように）の詳細な情報を確認できるようにし、発注担当～包括担当～地元
企業～住民による連携を図ることで、道路状況の見える化を実現します。

コスト削減と効率化 各施設への拡張性

会社名 ：アジア航測株式会社、福田道路株式会社、
担当部署：東北インフラ技術部、技術研究所

担当者：青柳 健二、北添 慎吾、
連絡先（電話番号）：022-216-3515、0256-88-5011

メールアドレス：ken.aoyagi@ajiko.co.jp

kitazoe00944@fukudaroad.co.jp
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通報
口コミ
報告

１．投稿者

口コミの

公開

２．市町村 ３．市民へ情報提供

◎行政と市民による双方向のコミュニケーション

市民とのコミュニケーションツールとして、市民投稿システムを導入します。従来の行政からの一方的な情報配信だけではなく、市民から情報を投稿していただく仕
組みです。公園へのごみの不法投棄やベンチが破損しているといった「通報」のほか、口コミやボランティア団体の活動「報告」といった投稿もできます。
また、貴市にて投稿の中から公開したい情報を、公開型GISで公開できる仕組みも構築します。これにより様々な情報の双方向化を実現し、行政と市民がコミュ

ニケーションをとることができます。
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